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は じめ に 結　　 果

　特異抗原の 前感作 な しに細胞傷害活性を発現

する Natural　Kil ！er 細胞 （以下 NK 細胞 と略す）

は、腫瘍一宿 主 の 関係 にお い て 免 疫学的監視機

搆 の 重 要 な部分 を担 っ て い る
］）

と考え られる 。

妊娠中毒症 を部分的、系統的 な免疫系の 機能異

常 とと らえ
2）
、一種 の 免疫学的な拒絶反応 と考

えたとき、妊娠中毒症母体 に おける NK 細胞は

正 常妊婦 と異 な っ た態度 を示 して い る可能性が

ある 。 そこ で今回我 々 は妊娠中毒症重症妊婦 を

対象 に、末梢血 の NK 細胞活性 を検討した の で

報告す る 。

1）妊娠及 び妊娠中毒症の NK 細胞活性 へ の 影

響

　 NK 細胞活性は妊娠 に よ り若干低下す る傾 向

を、また、妊娠 中毒症群 で は 非妊娠 群 、 正常妊

娠群 に比 しや や高値を示 たが 、 統 計学 的有意差

は認 め られ なか っ た 。

2）中毒症各パ ラ メ ータ との 関連

a．浮腫 とNK 細胞活性

　浮腫の 程度を、浮腫 な し、下 腿 浮腫、全 身浮

腫の 3群 に分けて検討 した 。 浮腫 の程 度 とNK

細胞活性に は 有意な 関連は認 めなか っ た 。

対象 と方法

　平成 5年 7 月か ら平成 6 年 4 月 まで の 間に 、

日本医科大学第
一

病院産婦 人科、及 び当科の 関

連病院で 日産婦妊娠中毒症問題委員会の 基準 （高

血圧 （収縮期 160m皿Hg以上 もしくは拡張期110mHg

以上）、 蛋 白尿200ng／dl以上 、 全 身浮腫の うち一

つ 以 上 を満 たす もの ） によ り妊娠中毒症重症 と

診断 された妊婦 16 例 。 健康非妊婦、お よび外来

通院中 の 中毒症や合併症 の な い 妊婦 を対照群 と

した。

　NK細胞活性は
5
℃r 放出細胞傷害試験 によ り測定

した 。 す なわ ち、患者末梢血 よ りリン パ 球分画

を　Ficot1−Hipaque 法 にて 分離 し、
5
℃rで標識

した K562細胞と混合培養 、 3時間30分後の
SICI ’放

出率をもっ て NK細胞活性 とした 。

Fig．1
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b，蛋 白尿 と NK 細胞 活性

　1000mg／dl以上の高度の 蛋 白尿 を呈 した群で は、
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軽度の 群 に 比 べ 有意に高 い NK細胞 活性 を示 した

（Fig．1）o

c．血圧 と NK 細胞活性

　統計学的 に は有意 な相 関は ない が、収縮期血

圧 は 、
こ れ が高 い ほ ど NK 細胞活性 は高値 をと

る傾向が 認 め られた 。

3 ＞妊娠中毒症 の 発症時期 と NK 活性

双胎
一例 を除 く 15 例 に つ い て 妊娠 中毒症の 発

症時期 と NK 活性 との 関係を調 べ た 。　 Fig．2 は

発症時期が 早 い ほ ど NK 細胞活性 は高 い こ とを

示 して い る 。
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　 4 ）児体重 と NK 活性

妊娠中毒症群 を、双胎 1例 を除 い て 、IUGRを伴

っ た群 と伴 わ な い 群 に分 ける と、NK活性は IUGR

を伴っ た群 で 有意 に 高値を示 した 。

Fig．3
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を検討した 。 NK 細胞は移植片、腫瘍、細胞内

寄生 （細菌、ウ ィ ル ス ）にた い する免疫反応 に

お い て きわ め て 重要な役割を果た して い る
1

 

妊娠中毒症にお ける甑 活性の検討 はToder ら
3 ）、

Oka皿ura ら
4 ）

の 報告以来散見 され 、

一
定の 見解 は

得ら れ て い な い もの の 、 増 強する とする もの が

多い
。 今 回特 に IUGRと の 関連 に焦点を当て た結

果、IUGR を伴うような重症の 中毒症で は 、
　 NK活

性は明らかに上昇 して い た 。 妊娠中毒症は症候

群 で あ り、多様な病態を包括する もの と考え ら

れ るが 、NK活性の観点か らこ れを見 る と、 高度

の 蛋白尿 とIUGRを伴 っ た中毒症は ひ とつ の 亜群

を形成す る可 能性が示 唆さ れ る 。 こ の こ とが、

妊娠中毒症の 発症に NK 細胞の 活性化が直接関

わ っ て い る こ とを示すの か 、 ある い は、本性の

病状進行 に伴 う二 次的 な変化で ある の かを明 ら

か に す るには、さ らに詳細な検討が必要で あ る

と考えられる 。
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